
今
昔
物
語
集
の
慣
用
句
「
此
ヲ
聞
テ
」
「
此
ヲ
見
テ
」

の
成
立

六
四

今
昔
物
語
集
の
慣
用
句
「
此
ヲ
聞
テ
」

「
此
ヲ
見
テ
」
の
成
立藤

　
　
井

麦
　
　
　
専

イ
　
　
　
　
　
　
↓
■
ｒ

は
じ
め
に

　
『
今
昔
物
語
集
』
の
中
で
頻
出
す
る
「
此
ヲ
聞
テ
」
「
此
ヲ
見
テ
」
は
、
漢
文
の

「
聞
此
」
「
見
此
」
に
対
応
す
る
一
種
の
翻
読
語
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な

慣
用
句
は
本
邦
の
漢
文
や
変
体
漢
文
に
も
見
ら
れ
る
が
、
と
り
わ
け
『
大
日
本

国
法
華
経
験
記
』
等
の
出
典
類
の
影
響
を
受
け
て
成
立
し
た
と
考
え
る
べ
き
徴

表
を
持
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
点
を
踏
ま
え
つ
つ
、
和
文
や
漢
文
の
用

０
例
と
比
較
し
た
り
、
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
類
話
の
表
現
と
対
比
し
た
り
す
る

こ
と
で
、
本
書
の
表
現
形
成
の
方
法
に
迫
り
た
い
。

、
漢
文
に
お
け
る

「
聞
此
」
「
見
此
」

、
『
今
昔
物
語
集
』
の
慣
用
句
「
此
ヲ
聞
テ
」
「
此
ヲ
見
テ
」
の
成
立
を
考
え
る
た

め
に
ま
ず
、
漢
文
に
よ
る
影
響
を
考
え
た
い
。
『
今
昔
物
語
集
』
で
の
用
例
の

多
さ
に
関
わ
ら
ず
、
後
述
の
よ
う
に
平
安
期
の
和
文
に
お
い
て
は
用
い
ら
れ
る

作
品
に
偏
り
が
あ
り
、
何
ら
か
の
文
体
の
制
約
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
「
此
ヲ
聞
テ
」
「
此
ヲ
見
テ
」
の
漢
文
で
対
応
す
る
表

現
と
し
て
「
聞
此
（
是
・
之
）
」
「
見
此
（
是
・
之
）
」
の
よ
う
な
表
現
が
挙
げ

ら
れ
る
が
、
こ
の
表
現
は
、
仏
典
に
お
い
て
容
易
に
例
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き

る
。
法
華
三
部
経
の
類
か
ら
例
を
取
る
と
、

　
１
我
等
見
此
。
得
未
曾
有
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
法
華
経
』
警
瞼
品
）

　
２
窮
子
聞
之
。
歓
喜
随
来
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
法
華
経
』
信
解
品
）

の
よ
う
に
単
独
で
「
見
此
」
「
聞
之
」
と
な
る
場
合
と
、

　
３
聞
此
教
勅
已
。
心
大
歓
喜
。
　
　
　
　
　
（
『
仏
説
観
普
賢
菩
薩
行
法
経
』
）

　
４
貧
人
見
此
珠
、
芽
心
大
歓
喜
。
　
　
　
　
　
　
　
（
『
法
華
経
』
法
師
品
）

の
よ
う
に
「
聞
此
－
」
「
見
此
－
」
の
形
に
な
る
場
合
と
が
見
ら
れ
る
。
右
の

の
例
に
共
通
す
る
の
は
、
何
か
を
見
聞
き
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
る
感
情



（
感
情
を
示
す
部
分
を
－
－
－
－
－
－
線
で
示
す
。
以
下
同
じ
）
を
起
こ
す
い
う
点
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
類
例
の
中
に
は
、
負
の
感
情
に
続
く
例
も
あ
り
、
た
と
え
ば
、

　
５
一
者
所
未
聞
深
経
。
聞
之
驚
怖
生
疑
不
能
随
順
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
維
摩
詰
所
説
経
』
囑
累
晶
）

　
６
時
我
世
尊
。
聞
此
語
荘
然
不
識
是
何
言
。
（
『
維
摩
詰
所
説
経
』
弟
子
品
一

の
よ
う
な
例
が
あ
る
。
ま
た
、
『
大
智
度
論
』
に
は
、
「
聞
此
（
是
了
」
「
見
此

（
是
）
－
」
が
多
数
見
ら
れ
、
多
様
な
用
法
で
用
い
る
。
類
例
を
挙
げ
る
と
、

　
７
王
聞
此
語
。
驚
怖
堕
床
如
熱
沙
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
三
一

　
８
乞
食
具
聞
此
事
。
増
益
恭
敬
佛
力
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
一
七
）

　
９
檀
越
見
此
輩
。
歓
喜
迎
入
坐
坐
已
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
二
二
）

　
１
０
若
是
菩
薩
見
是
事
聞
是
事
。
心
不
動
不
疑
不
驚
作
是
念
。
　
　
（
巻
七
三
）

の
よ
う
に
用
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
『
大
智
度
論
』
で
は
、
右
の
「
聞
此

事
」
「
聞
此
語
」
の
他
に
、
「
法
」
「
偶
」
「
説
」
「
声
」
な
ど
と
結
び
つ
き
、
深

遠
な
言
説
に
接
し
て
あ
る
感
惰
（
畏
怖
や
歓
喜
な
ど
）
を
喚
起
す
る
と
い
う
文

脈
に
用
い
て
い
る
例
が
多
い
。
こ
れ
ら
の
仏
典
の
用
例
を
見
る
と
、
単
に
次
の

動
作
を
導
く
だ
け
の
場
合
も
あ
る
が
、
多
く
は
何
か
を
見
た
り
聞
い
た
り
す
る

こ
と
が
、
何
ら
か
の
感
情
一
ま
た
は
そ
の
結
果
と
し
て
の
行
為
）
を
催
す
契
機

に
な
る
と
い
う
類
型
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
「
聞
」
「
見
」
に
後
続
す

る
目
的
語
と
し
て
は
、
『
大
智
度
論
』
に
挙
げ
た
よ
う
に
、
「
聞
此
語
」
「
聞
此

事
」
「
見
是
事
」
等
の
例
が
あ
る
点
も
注
意
さ
れ
る
。
こ
れ
は
後
述
の
『
今
昔

　
　
　
　
　
今
昔
物
語
集
の
慣
用
句
「
此
ヲ
聞
テ
」
「
此
ヲ
見
テ
」
の
成
立

物
語
集
』
に
見
ら
れ
る
「
此
ノ
語
ヲ
聞
テ
歓
喜
踊
躍
シ
テ
」
（
三
・
２
４
）
「
此
ノ
事
ヲ

聞
テ
亦
突
キ
悲
テ
」
（
一
・
２
３
）
「
何
ゾ
此
ノ
事
ヲ
見
テ
汝
一
人
不
喜
ザ
ル
ゾ
」
（
二
・

２
３
）
な
ど
の
表
現
と
対
応
す
る
形
式
で
あ
る
。
『
今
昔
物
語
集
』
で
は
右
の
よ

う
に
一
見
不
自
然
な
形
の
「
此
ノ
事
ヲ
見
テ
」
を
用
い
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ

れ
も
右
の
よ
う
に
仏
典
か
ら
「
見
是
事
」
の
形
式
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
、

「
此
ヲ
見
テ
」
の
場
合
と
同
様
に
、
漢
文
の
表
現
の
訓
読
と
し
て
生
ま
れ
た
も
の

ど
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
形
式
・
用
法
は
仏
典
に
の
み
見
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、

漢
籍
に
お
い
て
も
、
「
聞
之
」
「
見
之
（
此
）
」
の
字
面
で
多
く
の
用
例
を
見
出

す
こ
と
が
で
き
る
。
『
文
選
』
『
白
氏
文
集
』
の
例
の
一
部
を
次
に
挙
げ
て
お
く
。

　
ｕ
聞
之
者
悲
傷
見
之
者
限
涙
。
　
　
　
　
　
（
『
文
選
』
巻
二
二
・
鶏
鵡
賦
）

　
１
２
君
侯
昔
有
美
瑛
。
聞
之
驚
喜
。
　
　
　
（
『
文
選
』
巻
四
二
・
與
鍾
大
理
書
）

　
１
３
誠
知
老
去
風
情
少
。
見
此
争
無
一
句
詩
。
　
　
（
『
白
氏
文
集
』
巻
一
七
）

　
１
４
我
是
知
裁
者
。
聞
之
沸
法
然
。
　
　
　
　
　
　
　
（
『
白
氏
文
集
』
巻
一
）

　
１
５
凡
是
為
善
者
。
聞
之
側
然
悲
。
　
　
　
　
　
　
　
（
『
白
氏
文
集
』
巻
二
）

　
１
６
幽
鳥
時
；
戸
。
聞
之
似
寒
蝉
。
　
　
　
　
　
　
　
（
『
白
氏
文
集
』
巻
六
）

用
法
は
仏
典
と
同
じ
く
感
情
な
ど
を
導
く
用
法
で
も
用
い
て
い
る
が
、
両
書
に

は
「
此
事
」
「
此
語
」
な
ど
と
と
も
に
用
い
た
例
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
ま
た
、
本
邦
に
お
け
る
漢
文
で
は
、
『
古
事
記
』
に
、

　
１
７
爾
天
佐
具
責
聞
此
鳥
言
而
。
語
天
若
日
子
言
。
此
鳥
者
其
鳴
音
甚
悪
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五



　
　
　
　
　
今
昔
物
語
集
の
慣
用
句
「
此
ヲ
聞
テ
」
「
此
ヲ
見
テ
」
の
成
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
）

の
一
例
が
あ
る
の
み
で
、
「
聞
之
」
「
見
之
」
の
例
が
見
ら
れ
な
い
が
、
『
日
本

書
紀
』
で
は
「
見
之
（
此
）
」
１
４
例
、
「
聞
之
」
４
２
例
が
見
ら
れ
る
他
、
「
こ
の

こ
と
」
を
目
的
語
に
取
る
例
が
、

　
１
８
時
天
皇
聞
是
言
則
。
仰
中
臣
連
祖
探
湯
主
。
　
　
　
（
巻
六
　
垂
仁
天
皇
）

　
１
９
天
皇
聞
是
語
。
遣
物
部
兵
士
三
十
人
。
　
　
　
　
（
巻
一
四
　
雄
略
天
皇
）

　
２
０
我
聞
此
言
。
立
思
実
。
居
思
ム
矢
。
未
得
其
理
。
　
（
巻
二
一
二
　
箭
明
天
皇
）

な
ど
の
よ
う
に
三
例
が
見
ら
れ
る
。

　
仏
教
説
話
集
で
は
、
『
今
昔
物
語
集
』
の
出
典
で
あ
る
『
日
本
霊
異
記
』
に

「
見
之
」
が
９
１
例
、
「
聞
之
」
が
６
２
例
と
例
が
多
く
、
『
大
日
本
国
法
華
経
験
記
』

に
「
見
之
」
が
２
７
例
、
「
聞
之
」
が
ｕ
例
の
用
例
が
あ
り
、
「
父
母
聞
之
。
流
涙

喜
悦
」
（
巻
上
・
三
一
）
の
よ
う
に
用
い
て
い
る
。
ま
た
、
『
大
日
本
国
法
華
経

験
記
』
に
は
『
大
智
度
論
』
に
見
ら
れ
た
、
「
見
此
事
」
が
１
例
、
「
聞
是
語
」

が
３
例
「
聞
此
事
」
が
９
例
見
ら
れ
、
『
今
昔
物
語
集
』
の
「
此
ノ
事
ヲ
見
テ
」

「
此
ノ
事
ヲ
聞
テ
」
に
当
た
る
形
を
用
い
る
事
が
注
目
さ
れ
る
。

　
２
１
比
丘
見
此
事
。
彌
生
信
心
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
中
・
七
五
）

　
２
２
聞
是
語
已
。
生
奇
特
心
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
上
・
一
九
）

　
２
３
牛
聞
此
事
。
流
涙
悲
泣
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
下
・
一
〇
六
）

　
往
生
伝
類
で
は
、
「
聞
之
」
が
『
日
本
往
生
極
楽
記
』
に
４
例
『
拾
遺
往
生

伝
』
に
３
例
見
ら
れ
る
他
、
『
拾
遺
往
生
伝
』
に
、

（
表
一

作
品

見
之

聞
之

平
安
遺
文

９

５

小
右

己
；
同

１
９

０
１

御
堂
関
白
記

９
４

２

後
二
条
師
通
記

７
４

１
１

殿

暦

０
８
２

５

公
家
日
記
の
類
で
も
用
例
が
多
く
見
ら
れ
る
。

す
。
こ
れ
ら
の
文
献
の
中
で
、
「
此
事
」

次
の
『
御
堂
関
白
記
』
の
一
例
が
見
ら
れ
る
の
み
で
一
般
に
は
用
い
な
い
よ
う

で
あ
る
。

　
２
６
門
典
侍
令
申
云
々
。
聞
是
事
経
日
来
由
被
仰
。
　
　
　
（
『
御
堂
関
白
記
』
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
御
堂
関
白
記
』
長
和
四
年
六
月
十
四
日
）

　
こ
の
よ
う
に
、
漢
文
に
お
い
て
は
、
「
聞
之
」
「
見
之
」
の
用
例
は
和
漢
の
文

献
を
問
わ
ず
容
易
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
「
聞
此
事
」
「
見
此
事
」
の
表

現
は
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、
仏
典
系
統
に
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
本

邦
の
漢
籍
系
統
の
文
章
で
は
、
『
日
本
書
紀
』
の
他
に
『
本
朝
文
粋
』
に
、

　
２
７
而
今
乍
聞
此
語
。
昼
夜
悲
泣
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
本
朝
文
粋
』
巻
第
七
　
三
善
相
公
「
奉
左
丞
相
書
」
）

　
　
　
　
六
六

　
２
４
神
主
貞
政
具
聞
此
言
。
垂
涙
日
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
三
）

　
２
５
有
一
比
丘
。
則
同
聞
此
事
。
行

　
　
彼
上
人
許
。
問
訊
結
縁
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
二
）

な
ど
「
此
事
」
「
此
言
」
を
目
的
語

に
し
た
例
が
見
ら
れ
る
。

　
一
方
、
変
体
漢
文
で
も
古
文
書
や

　
　
（
表
一
）
に
そ
の
用
例
数
を
示

「
是
事
」
な
ど
を
目
的
語
に
取
る
例
は
、



　
２
８
余
毎
歴
此
路
見
此
事
。
莫
未
嘗
為
之
長
大
息
実
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
本
朝
文
粋
』
巻
第
九
　
大
江
以
言
「
見
遊
女
」
）

の
よ
う
な
例
も
あ
り
、
必
ず
し
も
仏
教
漢
文
特
有
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
ら
は
、
仏
教
漢
文
で
の
慣
用
的
に
用
い
る
表
現
と
思
わ
れ
、
感
情
の
描
写

に
伴
っ
て
現
れ
る
こ
と
や
、
本
邦
の
仏
教
漢
文
で
は
『
大
日
本
国
法
華
経
験

記
』
な
ど
の
出
典
と
な
っ
た
文
献
に
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
に
注
意
し
て
お
き
た

い
。

二
、
和
文
の

「
こ
れ
を
聞
き
て
」
「
こ
れ
を
見
て
」

　
右
の
よ
う
な
漢
文
の
用
例
に
対
し
て
平
安
期
の
和
文
体
の
文
献
に
お
い
て
は
、

一
般
に
こ
れ
ら
の
慣
用
句
は
偏
っ
た
作
品
に
し
か
見
ら
れ
な
い
。

　
ま
ず
、
女
性
の
作
者
に
よ
る
『
源
氏
物
語
』
『
枕
草
子
』
『
蜻
蛉
日
記
』
『
和

泉
式
部
日
記
』
『
紫
式
部
日
記
』
に
は
「
こ
れ
を
聞
き
て
」
「
こ
れ
を
見
て
」
の

用
例
は
一
例
も
用
い
ら
れ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
に
対
応
す
る
表
現
を
探
す
な
ら
ば
、

　
２
９
わ
が
御
影
の
鏡
台
に
う
っ
れ
る
が
、
い
と
き
よ
ら
な
る
を
見
た
ま
ひ
て
、

　
　
手
づ
か
ら
こ
の
紅
花
を
描
き
つ
け
、
に
ほ
は
し
て
み
た
ま
ふ
に
、
か
く
よ

　
　
き
顔
だ
に
、
さ
て
ま
じ
れ
ら
む
は
見
苦
し
か
る
べ
か
り
け
り
。
姫
君
見
て
、

　
　
い
み
じ
く
笑
ひ
た
ま
ふ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
コ
源
氏
物
語
』
末
摘
花
）

の
よ
う
に
、
「
見
て
」
単
独
で
表
し
感
情
表
現
に
っ
な
げ
る
例
や
、

　
３
０
さ
も
騒
が
れ
ば
と
、
ひ
た
ぶ
る
心
に
、
ゆ
る
し
き
こ
え
た
ま
は
ず
。
御
乳

　
　
　
　
　
今
昔
物
語
集
の
慣
用
句
「
此
ヲ
聞
テ
」
「
此
ヲ
見
テ
」
の
成
立

　
　
母
参
り
て
も
と
め
た
て
ま
つ
る
に
、
け
し
き
を
見
て
「
あ
な
心
づ
き
な
や
。

　
　
げ
に
、
宮
知
ら
せ
た
ま
は
ぬ
こ
と
に
は
あ
ら
ざ
り
け
り
」
と
思
ふ
に
い
ど

　
　
っ
ら
く
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
源
氏
物
語
』
乙
女
）

　
３
１
行
の
ほ
ど
、
端
ざ
ま
に
筋
か
ひ
て
、
倒
れ
ぬ
べ
く
見
ゆ
る
を
、
う
ち
笑
み

　
　
っ
っ
見
て
、
さ
す
が
に
い
と
細
く
小
さ
く
巻
き
結
び
て
、
撫
子
の
花
に
っ

　
　
け
た
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
源
氏
物
語
』
常
夏
）

の
よ
う
に
、
感
惰
を
起
こ
す
対
象
を
目
的
語
と
す
る
例
や
、
感
情
表
現
を
平
行

し
た
動
作
と
す
る
例
が
あ
る
。
右
の
他
、
『
夜
の
寝
覚
』
『
狭
衣
物
語
』
『
浜
松

中
麹
言
物
語
』
『
大
鏡
』
に
も
例
が
な
く
、
僅
か
に
『
栄
華
物
語
』
に
「
こ
れ

を
聞
き
て
」
三
例
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
『
竹
取
物
語
』
に
は
敬
語

の
例
も
含
め
２
０
例
（
「
こ
れ
を
聞
き
て
」
１
３
例
）
も
の
例
が
あ
り
注
意
さ
れ
る
。

　
３
２
「
く
ら
も
ち
の
皇
子
は
優
曇
華
の
花
持
ち
て
上
り
給
へ
り
」
と
の
・
し
り

　
　
け
り
。
こ
れ
を
か
ぐ
や
姫
聞
き
て
、
我
は
皇
子
に
負
け
ぬ
べ
し
と
、
胸
う

　
　
ち
つ
ぶ
れ
て
思
ひ
け
り
。
　
　
　
　
　
（
『
竹
取
物
語
』
蓬
莱
の
玉
の
枝
）

　
３
３
御
子
は
我
に
も
あ
ら
ぬ
氣
色
に
て
、
肝
消
え
ゐ
給
へ
り
。
こ
れ
を
か
ぐ
や

　
　
姫
聞
き
て
、
「
こ
の
奉
る
文
を
と
れ
」
と
言
ひ
て
見
れ
ば
、
文
に
申
け
る

　
　
や
う
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
竹
取
物
語
』
蓬
莱
の
玉
の
枝
）

　
３
４
か
ひ
は
な
く
有
け
る
物
を
わ
ひ
は
て
・
し
ぬ
る
命
を
す
く
ひ
や
は
せ
ぬ
、

　
　
と
か
き
は
つ
る
、
た
え
入
給
ひ
ぬ
、
こ
れ
を
き
・
て
、
か
く
や
姫
す
こ
し

　
　
あ
は
れ
と
お
ほ
え
け
り
　
　
　
　
　
　
　
一
『
竹
取
物
語
』
燕
の
子
安
貝
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七



　
　
　
　
今
昔
物
語
集
の
慣
用
句
「
此
ヲ
聞
テ
」
「
此
ヲ
見
テ
」
の
成
立

　
３
５
風
い
と
お
も
き
人
に
て
、
は
ら
い
と
ふ
く
れ
、
こ
な
た
か
な
た
の
め
に
は
、

　
　
す
も
・
を
ふ
た
つ
・
け
た
る
や
う
也
。
こ
れ
を
見
た
て
ま
つ
り
て
、
そ
の

　
　
國
の
つ
か
さ
も
ほ
う
ゑ
み
た
る
　
　
　
　
（
『
竹
取
物
語
』
龍
の
頸
の
玉
）

　
３
６
大
空
よ
り
人
、
雲
に
乗
り
て
下
り
來
て
、
土
よ
り
五
尺
ば
か
り
上
り
た
る

　
　
程
に
、
立
ち
列
ね
た
り
。
こ
れ
を
見
て
、
内
外
な
る
人
の
心
ど
も
、
物
に

　
　
お
そ
は
る
・
や
う
に
て
、
あ
ひ
戦
は
ん
心
も
な
か
り
け
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
竹
取
物
語
』
か
ぐ
や
姫
の
昇
天
）

ま
た
、
『
宇
津
保
物
語
』
は
俊
陰
巻
の
み
の
調
査
で
あ
る
が
、
次
の
例
が
あ
る
。

　
３
７
鶴
、
い
と
あ
は
れ
に
、
う
ち
鳴
き
て
渡
る
。
こ
の
君
、
こ
れ
を
聞
き
て
、

　
　
ま
し
て
悲
し
さ
ま
さ
り
て
、
　
　
　
　
　
　
（
『
宇
津
呆
物
語
』
俊
陰
巻
）

さ
ら
に
、
『
伊
勢
物
語
』
『
大
和
物
語
』
に
は
、
次
の
計
３
例
が
あ
る
。

　
３
８
お
く
に
、
手
を
折
り
て
あ
ひ
見
し
事
を
か
ぞ
ふ
れ
ば
と
を
と
い
ひ
っ
・
四

　
　
つ
は
経
に
け
り
。
か
の
友
だ
ち
、
こ
れ
を
見
て
、
い
と
あ
は
れ
と
思
ひ
て
、

　
　
夜
の
物
ま
で
お
く
り
て
よ
め
る
。
　
　
　
　
（
『
伊
勢
物
語
』
第
十
六
段
）

　
３
９
あ
け
て
見
れ
ば
、
よ
ろ
づ
の
こ
と
ど
も
書
き
も
て
い
き
て
、
月
日
な
ど
書

　
　
き
て
、
奥
の
方
に
か
く
な
む
。
「
玉
く
し
げ
ふ
た
と
せ
あ
は
ぬ
君
が
身
を

　
　
あ
け
な
が
ら
や
は
あ
ら
む
と
思
ひ
し
」
。
こ
れ
を
見
て
な
む
、
か
ぎ
り
な

　
　
く
悲
し
く
て
な
む
、
泣
き
け
る
。
　
　
　
　
　
（
『
大
和
物
語
』
第
四
段
）

　
４
０
そ
れ
が
顔
を
見
る
に
、
そ
の
人
と
い
ふ
べ
く
も
あ
ら
ず
、
い
み
じ
き
さ
ま

　
　
な
れ
ど
、
わ
が
男
に
似
た
り
。
こ
れ
を
見
て
、
よ
く
見
ま
ほ
し
さ
に
、

（
表
二
）

作
品

こ
れ
を
聞
て

こ
れ
を
見
て

三
宝
絵

８

ｕ

宝
物
集

１

１

沙
石
集

６

１
７

十
訓
抄

９

５

発
心
集

１
５

１
０

保
元
物
語

３

１
０

平
治
物
語

１
０

平
家
物
語

６

１
２

太
平
記

鵬

鵬

う
に
、
男
生
乍
者
に
よ
る
、
漢
文
訓
読
の
影
響
の
強
い
作
品
に
お
い
て
は
、

文
の
「
聞
此
」
「
見
此
」
の
翻
読
に
よ
っ
て
、

き
っ
か
け
を
表
す
慣
用
句
と
し
て
「
こ
れ
を
見
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

い
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
か
つ
て
渡
辺
実
氏
は
、

観
が
登
場
人
物
の
そ
れ
と
交
錯
し
が
ち
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

の
よ
う
に
、
漢
文
体
に
馴
れ
た
男
生
乍
者
の
視
点
は
第
三
者
的
な
視
点
を
取
る

と
指
摘
さ
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
男
性
作
者
の
文
章
で
は
、
人
物
の
感
情
や
そ
の

原
因
を
描
く
際
に
も
客
観
的
な
立
場
か
ら
具
象
的
に
描
く
こ
と
と
な
り
、
そ
の

　
　
六
八

　
　
「
こ
の
贋
も
ち
た
る
を
の

　
　
こ
よ
ば
せ
よ
。
か
の
贋
買

　
　
は
む
」

　
　
（
『
大
和
物
語
』

　
　
　
　
　
第
百
四
十
八
段
）

　
こ
れ
ら
の
例
で
は
、
あ
る
事

態
に
接
し
た
人
物
が
、
そ
れ
を

「
見
聞
」
き
し
た
こ
と
に
触
発

さ
れ
て
、
あ
る
感
情
や
判
断
を

持
つ
と
い
う
用
い
ら
れ
方
が
多

く
、
漢
文
で
の
使
用
傾
向
と
一

致
す
る
。
『
竹
取
物
語
』
の
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
漢

あ
る
種
の
感
情
・
判
断
を
催
す

　
　
「
こ
れ
を
聞
き
て
」
が
用

女
性
乍
者
の
作
品
は
作
者
の
主

　
　
　
　
　
　
『
伊
勢
物
語
』



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

原
因
を
特
立
的
で
現
場
指
示
の
機
能
が
強
い
と
さ
れ
る
「
こ
れ
」
を
含
む
当
該

の
慣
用
句
に
よ
っ
て
描
写
す
る
こ
と
が
多
く
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な

事
情
か
ら
、
他
の
ジ
ャ
ン
ル
で
も
軍
記
物
や
説
話
な
ど
、
漢
文
訓
読
の
影
響
が

あ
る
男
性
作
者
の
文
章
に
は
、
（
表
二
）
の
よ
う
に
多
く
の
用
例
を
拾
う
こ
と

が
で
き
る
。

　
説
話
で
は
、
『
三
宝
絵
』
な
ど
に
「
コ
レ
ヲ
聞
テ
」
「
コ
レ
ヲ
見
テ
」
の
他
に
、

「
コ
ノ
事
ヲ
聞
テ
」
も
４
例
見
ら
れ
、
用
法
も
「
コ
ノ
事
ヲ
キ
キ
テ
気
ヲ
ナ
ケ

キ
涙
ヲ
ナ
カ
ス
」
（
中
・
ｕ
）
の
よ
う
に
感
情
表
現
の
原
因
を
述
べ
る
用
法
で

用
い
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
『
三
宝
絵
』
以
外
で
も
「
コ
ノ
事
ヲ
聞
テ
」

は
『
沙
石
集
』
に
３
例
、
『
十
訓
抄
』
に
８
例
、
『
発
心
集
』
に
４
例
見
ら
れ
る
。

　
軍
記
物
語
で
も
、
「
こ
れ
を
見
て
」
「
こ
れ
を
聞
き
て
」
と
も
に
多
く
の
例
が

あ
り
、
『
太
平
記
』
に
は
「
こ
の
事
を
聞
き
て
」
も
１
４
例
見
ら
れ
る
。
こ
の
中

で
、
『
平
治
物
語
』
で
は
「
こ
れ
を
聞
き
て
」
は
な
く
、
「
こ
の
由
を
聞
き
て
」

「
こ
の
由
聞
き
」
が
多
く
用
い
ら
れ
、
ま
た
、
「
こ
れ
を
見
て
」
と
と
も
に
「
こ

の
由
見
」
を
多
く
用
い
る
な
ど
、
『
保
元
物
語
』
に
な
い
傾
向
が
あ
る
。

三
、
『
今
昔
物
語
集
』

で
の
使
用
状
況

　
以
上
の
よ
う
に
、
「
此
ヲ
聞
テ
」
「
此
ヲ
見
テ
」
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
漢
文

に
「
聞
此
」
「
見
此
」
と
い
う
表
現
が
多
数
見
出
し
得
る
が
、
和
文
体
に
お
い

て
は
「
こ
れ
を
聞
き
て
」
「
こ
れ
を
見
て
」
と
な
る
表
現
は
『
竹
取
物
語
』
な

ど
の
漢
文
訓
読
の
影
響
を
受
け
た
男
性
の
文
章
を
別
と
す
る
と
、
ほ
と
ん
ど
用

例
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
『
今
昔
物
語
集
』

（
表
三
）

用
例

巻
数

此
ヲ
見
テ

此
ヲ
聞
テ

此
ノ
事
ヲ
見
テ

此
ノ
事
ヲ
聞
テ

一巻
２
９

３
２

１
８

二巻
４
６

２
６２

１
９

三巻
１
７

１
８１

１
７

四巻
２
５

１
７

１
２

五巻
１
７９１

１
２

六巻
２
５

２
９１３

七巻
２
２

１
８

１
５

九巻
３
５

３
８１

１
６

十巻
２
６

３
３

１
４

一十巻
２
５

２
１７

二十巻
３
７

３
９１３

三
．

十巻
２
５

２
６８

四十巻
１
６

３
４４

五十巻
３
１

５
３５

六十巻
２
８

２
４７

七十巻
１
８

５
８６

九十巻
２
３

３
８３

十二巻
３
８

３
３３

二二巻１３

三二巻９７

四二巻
２
７

２
５１

五二巻ｕ
２
０１３

一
ハニ巻５

１
４

七二巻９９４

八二巻
２
８

２
２１

九二巻
２
２ｕ１

十三巻６７

一三巻ｕ
１
２１

計合２１６６７６
１
０３８１

表
注
敬
語
を
含
ん
だ
「
此
ノ
事
ヲ
聞
給
テ
」
「
此
ヲ
聞
給
テ
」
「
此
ヲ
見
給
テ
」
な
ど
の
形
で
用
い
た
例
を
含
ん
で
い
る
が
、
成
句
的
で
な
い
「
聞
キ
給
フ
ト
云
ヘ
ド
モ
」
「
此
事
ヲ
聞
継

　
テ
」
「
此
事
共
ヲ
委
ク
聞
テ
」
な
ど
の
よ
う
に
定
型
か
ら
は
ず
れ
る
例
は
除
い
て
あ
る
。
ま
た
、
「
此
ノ
事
ヲ
聞
テ
」
は
「
此
ノ
言
ヲ
聞
テ
」
「
此
ノ
語
ヲ
聞
テ
」
を
含
む
。

　
　
　
　
今
昔
物
語
集
の
慣
用
句
「
此
ヲ
聞
テ
」
「
此
ヲ
見
テ
」
の
成
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
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今
昔
物
語
集
の
慣
用
句
「
此
ヲ
聞
テ
」
「
此
ヲ
見
テ
」
の
成
立

の
慣
用
句
「
此
ヲ
見
テ
」
「
此
ヲ
聞
テ
」
と
い
う
表
現
は
、
漢
文
に
お
け
る
「
見

此
」
「
聞
此
」
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
翻
読
表
現
で
あ
る
と
思
旦
里
さ
れ
る
の
で
あ

る
。

　
『
今
昔
物
語
集
』
の
「
此
ヲ
見
テ
」
「
此
ヲ
聞
テ
」
は
、
（
表
三
）
に
示
し
た
よ
う

に
、
天
竺
・
震
旦
部
に
お
い
て
多
く
見
ら
れ
漢
文
訓
読
文
体
の
中
で
多
く
見
ら

れ
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
和
文
体
に
傾
く
本
朝
世
俗
部
に
至
っ

て
も
な
お
用
例
が
多
く
、
全
巻
に
わ
た
っ
て
広
く
分
布
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら

れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
「
此
ノ
事
ヲ
聞
テ
」
「
此
ノ
事
ヲ
見
テ
」
の
形
は
巻
十
以
前

の
漢
文
訓
読
的
な
巻
に
多
く
偏
っ
て
見
ら
れ
、
巻
十
以
降
は
漸
減
し
、
巻
二
十

以
降
は
用
例
が
大
幅
に
減
少
す
る
こ
と
か
ら
、
漢
文
訓
読
的
な
性
格
を
い
っ
そ

う
色
濃
く
残
し
た
表
現
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
と
り
わ
け
「
此
ノ
事
ヲ
見
テ
」
の

形
式
は
「
此
ノ
事
ヲ
聞
テ
」
に
く
ら
べ
て
も
用
例
が
少
な
く
、
か
っ
、
天
竺
・
震

旦
部
に
用
例
が
偏
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
既
述
の
ご
と
く
漢
文
訓
読
文
で
用
い

る
翻
訳
臭
の
強
い
表
現
と
意
識
さ
れ
、
一
般
的
に
は
用
い
に
く
い
の
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
『
今
昔
物
語
集
』
と
類
語
を
多
く
持
つ
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
と

比
較
す
る
と
、
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
で
は
「
こ
れ
を
聞
き
て
」
が
３
例
、
「
こ
れ

を
見
て
」
が
９
例
が
見
ら
れ
る
。
用
法
は
『
今
昔
物
語
集
』
と
同
じ
く
、
あ
る

感
情
を
催
す
き
っ
か
け
を
表
す
用
法
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
表
現

は
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
に
お
い
て
積
極
的
に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
４
１
外
道
の
ご
と
く
思
へ
り
」
と
云
々
。
和
尚
こ
れ
を
聞
て
、
『
定
て
様
あ
る

（
表
四
）

作

品

宇
治

の
み

宇
治
今
昔
と
も

今
昔
の
　
み

こ
れ
を
見
て

１６
４
９

こ
れ
を
聞
て

１１
５
８

　
　
二
人
ハ
様
有
ル
者
ナ
ラ
ム
」
ト
思
テ
、
…
：

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
に
用
い
ら
れ
た
右
の
例
で
は

に
類
話
が
あ
る
が
、
『
今
昔
物
語
集
』
の
該
当
個
所
で

て
い
な
い
。
同
様
に
、
『
今
昔
物
語
集
』
に
該
当
個
所
が
な
い

の
例
が
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
九
四
に
あ
る
（
今
昔
の
二
八
・
２
３
と
対
応
）
。
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
で
『
今
昔
物
語
集
』
と
の
類
話
を
持
つ
説
話
に
つ
い
て
該
当
個
所
と
対
比
す

る
と
、
『
今
昔
物
語
集
』
と
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
で
と
も
に
「
此
ヲ
聞
テ
」
を
用

い
る
例
は
１
例
の
み
（
宇
治
二
二
六
と
今
昔
一
九
・
１
２
）
、
と
も
に
「
此
ヲ

見
テ
」
を
用
い
る
例
は
６
例
（
宇
治
三
〇
、
九
一
、
二
エ
ハ
、
二
二
八
、
一
六

七
、
一
八
五
と
今
昔
一
〇
・
３
６
、
五
・
１
、
二
四
・
１
６
、
四
・
２
５
、
九
・
１
８
、

二
四
・
２
２
が
対
応
す
る
）
で
あ
る
。
（
表
四
）
に
は
、
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
と

『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
類
話
の
す
べ
て
の
用
例
に
っ
い
て
、
共
通
し
て
み

ら
れ
る
場
合
と
、
ど
ち
ら
か
一
方
で
の
み
見
ら
れ
る
場
合
に
分
け
て
使
用
頻
度

を
挙
げ
た
。
表
に
示
し
た
よ
う
に
、
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
に
だ
け
見
ら
れ
る
例

　
七
〇

　
　
ら
ん
』
と
思
て
、
…
…

　
　
　
（
『
宇
治
拾
遺
物
語
』

　
　
　
　
　
　
　
二
二
七
）

　
４
２
昏
ヘ
バ
外
道
ノ
如
シ
。
更
二

　
触
近
付
キ
給
べ
ヵ
ラ
ズ
」
ト
。

　
陀
楼
摩
和
尚
「
猶
、
此

（
『
今
昔
物
語
集
』
四
・
９
）

『
今
昔
物
語
集
』
（
四
・
９
）

　
　
「
此
ヲ
聞
テ
」
を
用
い

　
　
　
　
「
こ
れ
を
見
て
」



に
比
べ
『
今
昔
物
語
集
』
の
側
に
お
い
て
こ
れ
を
一
方
的
に
用
い
て
い
る
例
が

は
る
か
に
多
く
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
両
書
に
と
も
に
見
ら
れ
る
例
数
は
『
宇
治

拾
遺
物
語
』
の
類
話
で
の
全
使
用
数
（
「
こ
れ
を
見
て
」
７
例
、
「
こ
れ
を
聞

て
」
２
例
）
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
に
対
応
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
以
上
の
こ
と

か
ら
、
両
書
の
共
通
母
胎
と
な
っ
た
説
話
集
に
も
こ
の
表
現
は
用
い
ら
れ
て
お

り
、
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
で
は
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
る
場
合
が
多
い
が
、
『
今

昔
物
語
集
』
に
お
い
て
は
増
補
改
変
し
た
結
果
用
い
た
場
合
が
多
く
を
占
め
る

と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

四
、
「
此
ヲ
見
テ
」

「
此
ヲ
聞
テ
」
の
機
能

　
『
今
昔
物
語
集
』
で
「
聞
ク
」
「
見
ル
」
に
続
け
る
場
合
に
、
「
其
ヲ
」
を
用
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ず
「
此
ヲ
」
を
専
ら
用
い
る
こ
と
は
、
井
手
至
氏
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
漢
文

訓
読
文
の
用
法
の
影
響
と
い
え
る
が
、
こ
の
慣
用
句
は
出
典
の
漢
文
の
中
で
用

例
の
多
い
『
大
日
本
国
法
華
経
験
記
』
等
か
ら
具
体
的
な
影
響
を
受
け
た
箇
所

で
の
翻
案
部
の
例
や
、
増
補
部
に
用
い
ら
れ
た
例
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
４
３
父
母
、
此
ヲ
聞
テ
、
涙
ヲ
流
シ
テ
、
先
年
二
子
ノ
僧
ノ
若
ク
シ
テ
失
ニ
シ
事
ヲ
語
ル
。

　
　
本
ノ
持
経
ヲ
尋
出
シ
テ
見
奉
ル
ニ
、
實
ノ
ニ
字
焼
失
タ
リ
。
此
レ
ヲ
見
奉
ル
ニ
、
悲
キ

　
　
事
元
限
シ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
今
昔
物
語
集
』
十
四
・
１
２
一

　
４
４
（
出
典
）
父
母
聞
此
、
流
涙
喜
悦
、
見
其
持
経
。
二
字
焼
失
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
大
日
本
国
法
華
経
験
記
』
上
・
３
１
）

　
４
３
の
後
者
の
例
は
増
補
さ
れ
た
例
で
、
形
も
「
此
ヲ
見
奉
ル
ニ
」
と
な
っ
て
い

る
が
、
こ
の
例
の
よ
う
に
後
続
の
感
情
を
表
す
語
句
に
、
そ
れ
を
強
調
す
る
慣

　
＠

用
句
「
事
元
限
シ
」
を
付
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
『
今
昔
物
語
集
』

独
自
の
語
脈
を
作
り
上
げ
て
い
る
。
次
に
こ
の
「
事
元
限
シ
」
を
伴
う
例
に
っ

い
て
述
べ
る
。

　
（
表
五
）
は
「
此
ヲ
見
テ
」
「
此
ヲ
聞
テ
」
が
「
事
元
限
シ
」
と
共
起
す
る
例
数

を
挙
げ
た
も
の
で
あ
る
。
総
数
の
一
割
程
な
が
ら
、
（
表
三
）
で
例
が
存
す
る

巻
に
偏
り
な
く
共
起
例
が
あ
る
。
な
お
表
の
例
数
は
「
此
ヲ
見
テ
」
「
此
ヲ
聞
テ
」

（
表
五
）

用
例

巻
数

此
ヲ
見
テ

此
ヲ
聞
テ

一巻６

二巻７５

三巻１４

四巻６

五巻１

六巻３１

七巻４３

九巻４４

十巻５

一十巻４１

二十巻６

三十巻４４

四十巻１５

五十巻６７

六十巻７４

七十巻５

九十巻

十
一
一巻３１

二二巻

三二巻

四二巻３１

五二巻１

六二巻１

七二巻１

八二巻３４

九二巻１

十三巻

一三巻１

計合
６
９

７
３

今
昔
物
語
集
の
慣
用
句
「
此
ヲ
聞
テ
」
「
此
ヲ
見
テ
」

の
成
立

七
一



　
　
　
　
今
昔
物
吾
集
の
慣
用
句
「
此
ヲ
聞
テ
」
「
此
ヲ
見
テ
」
の
成
立

の
形
の
み
の
数
を
挙
げ
た
が
、
「
此
ノ
事
ヲ
聞
テ
」
や
、
右
の
例
の
よ
う
な
「
－

見
ル
ニ
」
「
－
聞
ク
ニ
」
、
さ
ら
に
「
見
ル
人
」
な
ど
の
連
体
形
な
ど
を
は
じ
め

「
見
ル
」
「
聞
ク
」
を
用
い
る
表
現
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
す
べ
て
数
え
る
な
ら
、

「
事
元
限
シ
」
の
総
数
八
四
六
例
の
中
で
約
二
九
〇
例
が
「
見
ル
」
「
聞
ク
」
を
受

け
て
い
る
（
多
い
巻
で
は
、
巻
十
一
の
「
事
元
限
シ
」
の
総
数
四
三
例
の
中
二

十
例
）
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
「
此
ヲ
見
テ
」
「
此
ヲ
聞
テ
」
と
い
う
感
情
を
導

く
慣
用
句
は
、
「
事
元
限
シ
」
と
い
う
感
情
表
現
を
強
調
す
る
慣
用
句
と
結
び

つ
き
、
次
の
類
型
を
取
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
画
固
・
一
感
情
表
現
一
固
圃

こ
の
類
型
は
他
書
の
例
は
稀
で
、
管
見
で
は
…
宝
絵
』
の
上
１
０
と
中
１
７
の
例

（
観
智
院
本
に
よ
る
。
前
田
本
で
は
前
者
を
「
無
極
」
と
す
る
）
が
最
も
古
い

が
、
中
１
７
の
例
「
家
ノ
人
コ
レ
ヲ
ミ
テ
悲
ヒ
悦
事
カ
キ
リ
ナ
シ
」
は
『
日
本
霊

異
記
』
の
「
親
属
見
之
、
哀
喜
無
比
」
（
下
１
３
）
が
元
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、

『
大
日
本
国
法
華
経
験
記
』
は
「
家
人
見
此
、
哀
憐
無
限
」
（
法
華
の
百
八
）
と

し
、
『
今
昔
物
語
集
』
は
「
家
ノ
人
、
此
ヲ
見
テ
喜
ブ
事
元
限
シ
」
（
今
昔
の
巻
一

四
・
９
）
と
す
る
。
岩
波
古
典
大
系
『
今
昔
物
語
集
』
の
頭
注
で
は
今
昔
の
例

は
『
大
日
本
国
法
華
経
験
記
』
を
出
典
と
し
て
い
る
が
、
『
大
日
本
国
法
華
経

験
記
』
に
は
こ
の
類
型
を
取
る
例
が
４
例
あ
り
、
筆
者
が
主
張
す
る
『
今
昔
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

語
集
』
の
文
体
と
の
親
縁
性
を
示
す
。
（
右
の
他
に
法
華
の
四
〇
、
九
一
、
百

五
に
共
起
例
が
あ
る
が
、
今
昔
の
対
応
話
で
は
共
起
し
て
い
な
い
）
。
ま
た
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二

出
典
の
中
で
「
今
は
昔
」
の
冒
頭
形
式
や
歴
史
的
現
在
の
文
体
な
ど
今
昔
と
近

似
の
特
徴
を
持
つ
『
竹
取
物
語
』
に
、
「
こ
れ
を
聞
き
て
」
の
形
で
は
な
い
も

の
の
「
こ
れ
を
き
く
に
う
れ
し
き
事
か
ぎ
り
な
し
」
（
蓬
莱
の
玉
の
枝
）
と
い

う
例
が
あ
る
事
も
、
同
書
に
「
こ
れ
を
聞
き
て
」
の
用
例
が
目
立
っ
て
多
か
っ

た
事
と
と
も
に
注
目
さ
れ
よ
う
。
こ
れ
ら
の
受
容
を
元
に
し
て
、
編
者
は
、
他

の
出
典
に
対
し
て
も
こ
の
類
型
を
用
い
る
に
至
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
一
方
、

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
で
は
こ
の
共
起
例
が
な
い
が
、
『
今
昔
物
語
集
』
の
類
話
で

は
次
の
よ
う
に
対
応
箇
所
に
用
い
て
お
り
、
本
書
の
独
自
性
が
窺
え
る
。

【
慣
用
句
の
全
体
が
『
今
昔
物
語
集
』
だ
け
に
あ
る
例
】

　
４
５
努
努
、
汝
、
此
レ
ヲ
可
遂
シ
』
ト
宣
テ
、
道
ヲ
教
ヘ
テ
返
シ
遣
ス
ト
思
フ
程
二
、
活
レ

　
　
リ
」
ト
語
ル
。
妻
子
、
此
ヲ
聞
テ
、
涙
ヲ
流
シ
テ
悲
ビ
貴
ブ
事
元
限
シ
。
其
ノ
後
、

　
　
小
財
ヲ
投
テ
、
其
ノ
地
蔵
菩
薩
ノ
僧
ヲ
探
色
シ
奉
テ
ヶ
リ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
今
昔
物
語
集
』
十
七
・
８
）

　
４
６
ね
ん
ご
ろ
に
道
教
へ
て
か
へ
し
つ
と
み
て
、
生
き
か
へ
り
た
る
な
り
」
と

　
　
い
ふ
。
そ
の
の
ち
、
此
地
蔵
菩
薩
を
、
妻
子
ど
も
、
彩
色
し
、
供
養
し
奉

　
　
り
け
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
四
六
）

【
「
此
ヲ
聞
テ
」
が
『
今
昔
物
語
集
』
だ
け
に
あ
る
例
】

　
４
７
此
ノ
弟
子
ノ
比
丘
ノ
由
来
一
ミ
ニ
語
リ
給
フ
。
大
衆
、
各
此
ヲ
聞
テ
咲
ヒ
潮
曉
シ

拠
、
ル
事
元
限
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
今
昔
物
語
集
』
四
・
７
）

　
４
８
大
衆
に
此
よ
し
か
た
り
給
。
人
々
わ
ら
ふ
事
限
な
し
。



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
一
七
四
）

【
「
事
元
限
シ
」
が
『
今
昔
物
語
集
』
だ
け
に
あ
る
例
】

　
４
９
大
師
、
箱
ヲ
取
テ
見
給
フ
ニ
、
底
二
針
一
ヲ
入
レ
タ
リ
。
此
レ
ヲ
見
テ
驚
キ
騒
ギ
給
フ

　
　
事
月
限
ソ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
今
昔
物
語
集
』
四
・
２
５
）

　
５
０
提
婆
心
え
給
て
、
衣
の
襟
よ
り
針
を
一
取
い
だ
し
て
、
此
水
に
入
て
返
し

　
　
奉
る
。
こ
れ
を
み
て
、
竜
樹
大
に
驚
き
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
一
三
八
）

【
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
語
句
が
『
今
昔
物
語
集
』
が
慣
用
句
で
対
応
す
る
例
】

　
５
１
里
ノ
者
共
、
此
レ
ヲ
聞
テ
、
「
然
ゾ
崩
レ
ナ
ム
物
ヵ
」
ナ
ド
云
ヒ
咲
フ
事
元
限
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
今
昔
物
語
集
』
十
・
３
６
）

　
５
２
さ
ぞ
く
づ
る
ら
む
も
の
や
」
な
ど
い
ひ
わ
ら
ふ
を
、
里
の
物
ど
も
き
き
伝

　
　
へ
て
、
お
こ
な
る
事
の
た
め
し
に
ひ
き
、
わ
ら
ひ
け
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
三
〇
）

　
以
上
、
慣
用
句
の
成
立
す
る
ま
で
を
、
出
典
・
類
話
と
の
関
連
か
ら
論
じ
た
。

「
事
元
限
シ
」
と
共
起
す
る
類
型
は
『
今
昔
物
語
集
』
以
降
の
作
品
に
も
類

＠
例
が
あ
る
が
、
本
書
で
は
話
の
調
子
を
歯
切
れ
よ
く
し
た
り
、
段
落
末
で
印
象

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

的
効
果
を
上
げ
た
り
す
る
た
め
に
多
く
利
用
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

従
来
、

お
わ
り
に

『
今
昔
物
語
集
』
の
文
体
の
類
型
的
文
体
と
し
て
の
評
価
に
つ
い
て

今
昔
物
語
集
の
慣
用
句
「
此
ヲ
聞
テ
」
「
此
ヲ
見
テ
」
の
成
立

は
さ
ま
ざ
ま
な
説
が
あ
る
が
、
本
稿
の
取
り
上
げ
た
慣
用
句
の
面
か
ら
言
え
ば
、

漢
文
訓
読
的
な
特
徴
を
示
し
、
ま
た
個
別
的
文
体
の
要
素
を
加
味
し
て
言
え
ば
、

作
者
が
内
容
的
に
も
重
視
し
た
で
あ
ろ
う
『
日
本
霊
異
記
』
『
大
日
本
国
法
華

経
験
記
』
や
『
竹
取
物
語
』
『
三
宝
絵
』
な
ど
特
定
・
少
数
の
出
典
の
文
体
を

継
ぐ
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
出
典
の

中
で
、
既
述
の
類
型
を
と
る
総
数
は
多
く
は
な
い
が
、
『
今
昔
物
語
集
』
の
編

者
は
、
そ
れ
を
印
象
的
な
表
現
と
し
て
受
容
し
、
多
く
活
用
し
た
と
考
え
ら
れ

る
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
和
文
体
的
な
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
類
話
と
比
較
す
る
と
き
、

『
今
昔
物
語
集
』
で
は
「
事
元
限
シ
」
と
共
起
す
る
類
型
の
表
現
が
『
宇
治
拾

遺
物
語
』
で
は
様
々
な
表
現
で
対
応
し
て
い
る
事
を
指
摘
し
た
が
、
こ
の
よ
う

な
差
は
ど
の
よ
う
に
し
て
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
慣
用
句

の
類
型
は
『
今
昔
物
語
集
』
で
は
集
全
体
に
渡
っ
て
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、

他
方
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
と
同
じ
く
『
打
聞
集
』
『
古
本
説
話
集
』
な
ど
で
も

こ
の
類
型
が
な
い
こ
と
な
ど
も
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
宇
治
大
納
言
系
の
説
話
の

中
で
は
『
今
昔
物
語
集
』
独
自
の
表
現
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
通
説

の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
説
話
集
に
共
通
母
胎
的
な
作
品
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
は
母
胎
の
作
品
が
漢
文
訓
読
体
風
の
表
現
を
と
っ
て
い
た

も
の
を
和
文
体
風
に
改
変
し
た
と
考
え
る
よ
り
出
典
の
表
現
を
比
較
的
忠
実
に

受
け
継
い
で
い
る
と
考
え
る
べ
き
蓋
然
性
が
高
く
、
他
方
『
今
昔
物
語
集
』
は
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今
昔
物
吾
集
の
慣
用
句
「
此
ヲ
聞
テ
」
「
此
ヲ
見
テ
」
の
成
立

右
の
類
型
を
用
い
て
和
文
風
の
出
典
の
表
現
を
漢
文
的
な
表
現
に
改
変
を
行
っ

た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
四
書
に
さ
ま
ざ
ま
な
表
現
の
異
同

が
あ
る
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
な
お
種
々
の
面
か
ら
考
察
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
わ
れ
、
別
稿
を
期
す
こ
と
と
し
た
い
。

注
０
　
本
稿
で
検
索
・
引
用
に
使
用
し
た
資
料
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
物
語
・
日
記
類
は
、
『
竹
取
物
語
』
『
蜻
蛉
日
記
』
『
伊
勢
物
語
』
『
大
和
物
語
』

　
『
源
氏
物
語
』
『
更
級
日
記
』
『
狭
衣
物
語
』
『
夜
の
寝
覚
』
（
以
上
、
岩
波
日
本
古
典

　
文
学
大
系
）
、
『
宇
津
保
物
語
本
文
と
索
引
』
（
笠
問
書
院
）
、
『
浜
松
中
納
言
物
語
総

索
引
』
『
栄
花
物
語
本
文
と
索
引
』
（
以
上
、
武
蔵
野
書
院
）
。
古
文
書
・
記
録
類
で

　
は
、
『
古
事
記
』
（
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
）
、
中
村
啓
信
『
日
本
書
紀
総
索
引
』

　
（
角
川
書
店
）
、
『
日
本
書
紀
』
（
吉
川
弘
文
館
国
史
大
系
）
。
な
お
、
『
平
安
遺
文
』

　
『
小
右
記
』
『
御
堂
関
白
記
』
『
後
二
条
師
通
記
』
『
殿
暦
』
の
検
索
に
は
、
東
京
大
学

史
料
編
纂
所
の
デ
ｉ
タ
ベ
ー
ス
を
使
用
し
た
。
説
話
・
軍
記
は
、
『
日
本
霊
異
記
』

　
（
岩
波
新
日
本
古
典
文
学
大
系
）
、
『
今
昔
物
語
集
文
節
索
引
』
（
笠
間
書
院
）
、
『
今
昔

物
語
集
』
（
日
本
古
典
文
学
大
系
）
、
藤
井
俊
博
『
大
日
本
国
法
華
経
験
記
校
本
索
引

　
と
研
究
』
（
和
泉
書
院
）
、
『
往
生
伝
・
法
華
験
記
』
（
岩
波
日
本
思
想
大
系
）
、
月
本

直
子
・
月
本
雅
幸
『
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
宝
物
集
総
索
引
』
（
汲
古
書
院
）
、
深
井
一

郎
『
慶
長
十
年
古
活
字
本
沙
石
集
総
索
引
』
（
勉
誠
社
）
、
泉
基
博
『
十
訓
抄
本
文
と

索
引
』
（
笠
間
書
院
）
、
高
尾
稔
・
長
嶋
正
久
『
発
心
集
本
文
・
自
立
語
索
引
』

（
清
文
堂
）
、
坂
詰
力
治
・
見
野
久
幸
『
保
元
物
語
総
索
引
』
『
平
治
物
語
総
索
引
』

　
（
と
も
に
武
蔵
野
書
院
）
、
境
田
四
郎
『
宇
治
拾
遺
物
語
総
索
引
』
（
清
文
堂
）
、
『
宇

治
拾
遺
物
語
』
（
日
本
古
典
文
学
大
系
）
、
西
端
幸
雄
・
志
甫
由
紀
恵
『
土
井
本
太
平
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記
本
文
お
よ
ぴ
語
彙
索
引
』
。
漢
文
類
は
、
東
洋
哲
学
研
究
所
『
法
華
経
一
字
索
引
』
、

　
斯
波
六
郎
『
文
選
索
引
』
（
中
文
出
版
社
）
、
平
岡
武
夫
・
今
井
清
『
白
氏
文
集
歌
詩

　
索
引
』
（
同
朋
社
）
、
『
Ｃ
Ｄ
－
Ｒ
Ｏ
Ｍ
版
大
正
新
惰
大
蔵
経
釈
経
論
部
』
（
大
蔵
出
版
）
。

　
『
本
朝
文
粋
』
（
岩
波
新
日
本
古
典
文
学
大
系
一
。

◎
　
渡
辺
実
「
文
体
論
」
（
『
国
語
教
育
の
た
め
の
国
語
講
座
』
朝
倉
書
店
　
昭
和
…
二

　
年
）
は
、
平
安
女
流
文
学
作
品
の
特
質
と
し
て
、
表
現
主
体
か
ら
受
容
者
の
分
立
が

　
ほ
と
ん
ど
な
く
主
観
的
当
事
者
的
把
握
に
富
む
の
に
対
し
て
、
伊
勢
物
語
な
ど
は
、

　
杜
会
全
体
の
平
均
的
代
表
者
の
立
場
か
ら
冷
静
な
第
三
者
の
立
場
か
ら
書
く
と
さ
れ

　
る
。

　
　
神
谷
か
を
る
『
仮
名
文
学
の
文
章
史
的
研
究
』
（
和
泉
書
院
）
の
「
物
語
文
章
史

　
と
指
示
語
」
に
よ
る
。
神
谷
氏
は
『
竹
取
物
語
』
で
「
こ
れ
を
」
が
「
見
る
・
聞

　
く
」
と
多
く
結
び
っ
く
の
は
「
具
体
的
日
常
的
行
動
を
描
き
っ
っ
述
べ
て
い
く
一
種

　
の
雅
さ
」
に
よ
る
と
さ
れ
た
が
、
本
稿
で
は
、
漢
文
訓
読
に
よ
る
慣
用
句
と
解
釈
し

　
た
い
。

＠
　
類
話
は
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
本
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
が
指
摘
す
る
八
二
話
。

◎
　
井
手
至
「
文
脈
指
示
と
漢
文
訓
読
」
（
『
国
語
学
』
第
二
二
集
　
昭
和
三
〇
年
九
月

　
『
遊
文
禄
』
（
和
泉
書
院
　
平
成
七
年
）
所
収
）
は
、
今
昔
で
は
、
「
コ
ソ
ア
ド
」
体

　
系
に
よ
る
「
相
対
的
指
示
」
で
な
く
、
「
此
レ
」
に
よ
る
「
絶
対
的
指
示
」
で
用
い

　
る
事
を
、
漢
文
訓
読
の
影
響
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。

＠
　
山
口
仲
美
「
今
昔
物
語
集
の
文
体
　
　
　
『
事
元
限
ノ
』
を
め
く
っ
て
　
　
」
（
『
国

　
語
学
』
２
９
集
　
『
平
安
文
学
の
文
体
の
研
究
』
（
明
治
書
院
）
所
収
）
に
文
体
的
意
味

　
を
多
角
的
に
検
討
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
を
承
け
て
筆
者
も
「
『
事
無
限
シ
』

　
考
」
（
『
京
都
橘
女
子
大
学
研
究
紀
要
』
第
１
７
号
　
平
成
二
年
十
二
月
一
で
論
じ
た
。

¢
　
拙
稿
「
今
昔
物
語
集
の
文
体
と
法
華
験
記
１
『
更
二
無
シ
』
を
め
ぐ
っ
て
１
」

　
（
『
国
語
学
』
蝸
集
　
平
成
五
年
六
月
）
で
論
じ
た
。
な
お
、
一
般
の
漢
文
・
変
体
漢

　
文
で
は
「
事
元
限
シ
」
自
体
が
少
な
い
事
は
＠
の
山
口
論
文
に
指
摘
が
あ
る
。



　
例
え
ば
、
『
発
心
集
』
に
、
「
義
叡
是
を
見
て
喜
ぶ
事
か
ぎ
り
な
し
」
一
巻
三
の
十

二
話
）
「
卒
心
、
是
を
聞
く
に
、
哀
れ
に
い
と
お
し
き
事
か
ぎ
り
な
し
」
（
巻
四
の
二

話
）
の
よ
う
な
類
例
が
見
出
さ
れ
る
。
同
書
で
は
、
慣
用
句
以
外
に
、
「
さ
ま
ざ
ま

の
不
思
議
を
見
、
聖
の
詞
を
き
く
に
貴
く
た
の
も
し
き
事
か
ぎ
り
な
し
」
（
巻
三
の

十
二
話
）
の
よ
う
に
、
用
い
る
。
他
に
、
『
法
華
百
座
聞
書
抄
』
に
は
「
コ
レ
ヲ
、
、
、

ル
ニ
イ
ヨ
イ
ヨ
タ
ウ
ト
ク
カ
タ
シ
ケ
ナ
キ
コ
ト
カ
キ
リ
ナ
シ
」
（
オ
ー
５
１
）
の
よ

う
な
例
も
あ
り
、
漢
文
訓
読
的
な
文
章
に
少
数
な
が
ら
見
出
さ
れ
る
の
が
特
徴
で
あ

る
。　

拙
稿
「
今
昔
物
語
集
の
否
定
表
現
　
　
本
朝
法
華
験
記
へ
の
増
補
を
め
く
っ
て

－
」
（
『
同
志
社
国
文
学
』
第
４
１
号
　
平
成
六
年
十
一
月
）
で
述
べ
た
。

今
昔
物
語
集
の
慣
用
句
「
此
ヲ
聞
テ
」
「
此
ヲ
見
テ
」

の
成
立

七
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